
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律（平成28年12月） 

によると・・・・・ 
（学校以外の場における学習活動等を行う不登校児童生徒に対する支援） 
第十三条 国及び地方公共団体は、不登校児童生徒が学校以外の場において行う多様で適切な
学習活動の重要性に鑑み、個々の不登校児童生徒の休養の必要性を踏まえ、当該不登校児童
生徒の状況に応じた学習活動が行われることとなるよう、当該不登校児童生徒及びその保護者
（学校教育法第十六条に規定する保護者をいう。）に対する必要な情報の提供、助言その他の支
援を行うために必要な措置を講ずるものとする。 

 

「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」 
（文部科学省；令和元年10月25日）によると・・・・・ 
２  学校等の取組の充実  

⑷ 不登校児童生徒に対する多様な教育機会の確保 

       不登校児童生徒の一人一人の状況に応じて，教育支援セ
ンター，不登校特例校，フリースクールなどの民間施設，ＩＣＴ
を活用した学習支援など，多様な教育機会を確保する必要
があること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★愛媛県でも、フリースクールの出席が学校の出席扱いとなる場合がある 

など、学校とフリースクール等が連携し始めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリースクールってなぁに？ 

一般に、不登校の子供に対し、学習活動、教育相談、体験活動などの活
動を行っている民間の施設を言います。 

その規模や活動内容は多種多様であり、民間の自主性・主体性の下に設
置・運営されています。平成 27年度に文部科学省が実施した調査では、全
国で 474の団体・施設が確認されました。（文部科学省HPより） 

 

学校以外の場 

（＝フリースクール等）が大切 

学校に登校するという結果のみを目標にするのではなく・・・・・ 

児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて，社会的に自立する

ことを目指す必要がある。 

 

将 来 松山市子ども総合

相談センターＨＰ 

※パンフレット『あなたはどこで学んでいますか？』（愛媛県フリースクール等連絡協議会発行）より 


